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企画から自分たちの手で

ボランティア

◎「議会改革等特別委員会」
　1年間を報告します！
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町議会　をクリック　　

町のホームページから会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会の傍聴に来てください

次回の定例会は、3月3日（月）午前９時３０分開会予定
（一般質問は、3月10日（月）午前９時３０分からの予定）委 員 長　粟田 昌子  　

副委員長　水野　 晃  　

委　　員　坪井 武成／安藤 春一

　　　　　岩村みゆき

　今回は、1年生がたくさん参加してくれまし
た。みんな、とても一生懸命に清掃していて、と
てもうれしかったです。そのおかげで、冨士保育
園の窓はとても
ピカピカになり
ました。その時
の達成感は今
でも忘れませ
ん。窓拭きが終
わり、保育園の
先生方にとても
感謝されまし
た。とてもうれ
しかったです。

今井　貴大

達成感でいっぱい

　ボランティア当日、活動が始まると僕たちの
不安は全く無くなり、全員が一生懸命に物を運
んだり、床を掃いたり、窓を拭いたりしてくれま
した。僕の担当の豊山保育園では、器具庫の整
理。活動後はみんな「やりきったぞ」という表情
をしていました。

田中　杏奈

受け継がれているよき伝統

　僕は豊中の清掃活動に参加しました。資料室
の清掃は、机や椅子を運んだり、資料の整理でし
た。重たい机でも女の子が積極的に運んだり、男
の子がそれを手助けしたりしている姿を見まし
た。僕が生徒会書記になったときに掲げていた、
「生徒の皆さんが行事に積極的に取り組み、思い
やりの心を持っ
て行動する」と
いう目標が少し
達成できたん
じゃないかと思
いました。

落合　航大

自分の頑張りがまわりの人の
幸せにつながる

　私達の仕事は、青山保育園の窓の掃除とおも
ちゃの倉庫の整理でした。園児とお話したり、おや
つを美味しそうに食べる姿を見ながらの作業だっ
たので、楽しく仕事を進めることができました。ど
んどん綺麗になっていく窓を見て私達のテンショ
ンも高くなっていき、寒さも忘れてしまいました。
　園児や先生
方に「ありがと
う」と言っても
らえてとても嬉
しく、温かい気
持ちになりまし
た。

小木曽　陽
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12月定例会T O Y O Y A M A  G I K A I  D A Y O R I

一般会計補正予算を可決

町税が大幅減収
　議決した補正予算の主な内容は、歳出について、障害者自立支援法の充実によりサービス利用者
数及び利用日数等の増加、また福祉タクシー利用助成、補装具交付費、各種福祉医療費、側溝改良
工事、学校給食燃料費等の増に対する増額。
　歳入については、町税の法人税割において大手法人をはじめ法人の本年度納付額１億２８７５万円
の減収見込み、固定資産税において家屋、償却資産で製造機械等の設備投資が見込み以下に留
まったことなどから４５１７万４千円の減収。
　こうした歳入歳出予算の補填をするため一般会計における財政調整基金（貯金）から１億６６０２
万３千円を崩し、不足分を補うことが主な内容となっております。
　このことから一般会計の財政調整基金は９億３３７２万円となります。

　平成２５年１０月１日付閣議決定により、消費税率が平成２６年４月
１日から、現行５％から８％に引き上げられることになりました。
　このことにより、直接みなさんに影響してくる主なものは次の
とおりです。

人権擁護委員候補者の推薦

尾張農業共済事務組合の解散に関する協議

尾張農業共済事務組合の解散に伴う財産の処分に関する協議

消費税率及び地方消費税率の改定等に伴う関係条例の整備

職員の給与に関する条例の改正

スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の改正

児童家庭福祉審議会条例の改正

農業委員定数条例の改正

道路占用料条例の改正

消防団条例の改正

尾張農業共済事務組合規約の変更

農業共済事業実施条例の廃止

平成２５年度一般会計補正予算（第４号）

平成２５年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成２５年度公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成２５年度介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）

新聞の軽減税率に関する意見書の提出

審 議 結 果

全員賛成　　同意

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　可決

全員賛成　　採択

消費税率の改定により
手数料等が変更されます
消費税率の改定により
手数料等が変更されます

その他、社会教育センター使用料やスポーツ施設使用料等ありますが、平成２５年３月議会で料金改定を議決
しましたので、周知期間中であるため改定が見送られています。

動物死体処理

粗大ごみ収集運搬処理

町営住宅駐車場使用料

可燃ごみ袋

不燃ごみ袋

１体

１件

１台（月）

Ｌ・２０枚

Ｍ・２０枚

Ｓ・２０枚

１０枚

２，９１０

５１０

３，１７０

３０２

２１６

１９４

２１６

２，８３０

５００

３，０９０

２９４

２１０

１８９

２１０

種　別 単　位 現行（円） 変更後（円）

注）可燃、不燃ごみ袋については町希望小売価格です。
　  なお、粗大ごみ処理料については４月１日以降に販売される処理券からとなります。
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T O P I C S
「議会改革等特別委員会」の１年間を報告します！

大きく動き始めた議会
住民の皆さんのご期待に応えられる議会にして

いこうとの事で、２４年12月に設置し、１年間で、１４
回の協議や他自治体の視察等を行ってきました。
どの自治体議会も改革に取り組んでいました。本
町議会も新時代にふさわしい議会を目指します。

１年間で５０％以上の改革実現
１年間の協議の結果、左表のような結果とな
りました。提案のあった２７項目中、約50％にあ
たる１４項目を改革しました。「来期」を除いて
本年中に結論を出したいと思っております。

議員定数・報酬の検討開始
アンケート結果、意見の多かった項目のうち

「議長任期」と「議会報告会」は２６年度と来期
の課題としました。「一般質問」は１２月から改
革しました。今は一番難しい「議員定数と報酬」
についての協議を開始しております。

委員会の傍聴を企画
　開かれた議会を目指して、本委員会の傍聴を
企画しました。

日時：２月２１日（金）午前９時半～
場所：役場４階委員会室　定員：先着順１０名

どうぞ、お越しください。

　２４年秋、病に倒れ復帰に向けて療養中
でありましたが、１０月３１日をもって議員
辞職されました。任期半ばであり残念です
が、１日も早いご回復をお祈りいたします。
（議会議員・職員一同）

野崎議員が辞職されました

長期欠席議員の報酬・期末手当の
減額特別条例制定の検討開始

全国の多くの自治体で、長期欠席議員への報
酬等の支給に対して疑念の声が上がっておりま
す。「長期欠席議員に対してのペナルティも無
く住民の税金を払っているのか？報酬は仕事の
対価ではないのか？」など。本町議会も特別条
例の制定に向け、全員協議会で検討を開始しま
した。

　昨年１月、議会改革等特別委員会を設置す
るとき、委員会で取り扱う項目を全議員にア
ンケートを取りました。その結果、提案の
あった主な項目を下表にまとめてみました。

　議会では、2委員会合同で、昨年11月8日、二つの先進自治体を視察しました。福祉建設委員会は、東郷町の保育園
民営化。総務文教委員会は、学校教育の先駆的な改革を遂行した飛島村飛島学園です。

保育園指定管理者制度（東郷町） 小中一貫教育（飛島村）

東郷町 「西部保育園指定管理者制度」

当初から、民間委託（指定管理者制度）を目的に建設された保育園

①民間のノウハウを取り入れた質の高い保育サービスが提供されている。
②公費が削減された。職員数削減と若返りなどで、20％の減である。
③父母等からは、土日延長・異年齢保育などが好評である。

民間のノウハウが発揮されている

①クラスは、異年齢で構成。年少児、年中児、年長児が同じ部屋で保育を受けている。異年齢保育が定着して
いて、とても和やかであった。
②進級は持ちあがり。クラスの友達や担任はそのまま進級する。
③日常を大切にして、運動会や発表会など特別なことはしていない。
④園内に、子育て支援センターがあり、利用者の和気あいあいが清々しかった。

飛島村 「飛島学園小中一貫教育」

6・3制から小中一貫へ移行　（平成18年）

①小学校と中学校が1校しかなく、各学年の多くが1学級である。この現状
を利点として捉え、「飛島村教育特区」を取り入れた。

教室は間仕切りだけで、オープン。校舎は木造で、風光が巧みに採り入れられている。全学年が一
緒に給食を食べることができる広いホール、その他全てにおいて、ハード面は完備している。

いじめ、不登校は

①もともと、いじめ、不登校は無かったし、現在も無い。
②たとえば中学生が小学生の面倒をみるのが自然になっていて、それゆえ、小学生が上級生に対して、あこが
れや尊敬の念を抱くようになっている。

小中一貫教育の長所は

①思いやりの心が育った。中1ギャップがなく、スムーズに移行ができている。気持ちの切り替えがない分、新
鮮さがないが。

短所は

①中学と小学の授業時間や終業時間が異なるために、職員会議等、会議時間の調整が難しい。

先進地 に学ぶ

意見内容 進捗状況
議員定数・報酬
一般質問（一問一答）
議長任期（現在１年）
議会報告会
視察・研修のあり方
会期の運用（通年等）
会派制導入
政務活動費
住民等との意見交換
資料請求のあり方
慣習・申し合わせの明文化
常任委員会任期
分かり易い議会用語
議会中継

協議開始
１２月から実施
２６年度に検討
来期で検討
確認済み
未
未
２６年度に検討
来期で検討
確認済み
明文化済み
条例改正済み
確認済み
検討中
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アンケート結果、意見の多かった項目のうち

「議長任期」と「議会報告会」は２６年度と来期
の課題としました。「一般質問」は１２月から改
革しました。今は一番難しい「議員定数と報酬」
についての協議を開始しております。

委員会の傍聴を企画
　開かれた議会を目指して、本委員会の傍聴を
企画しました。

日時：２月２１日（金）午前９時半～
場所：役場４階委員会室　定員：先着順１０名

どうぞ、お越しください。

　２４年秋、病に倒れ復帰に向けて療養中
でありましたが、１０月３１日をもって議員
辞職されました。任期半ばであり残念です
が、１日も早いご回復をお祈りいたします。
（議会議員・職員一同）

野崎議員が辞職されました

長期欠席議員の報酬・期末手当の
減額特別条例制定の検討開始

全国の多くの自治体で、長期欠席議員への報
酬等の支給に対して疑念の声が上がっておりま
す。「長期欠席議員に対してのペナルティも無
く住民の税金を払っているのか？報酬は仕事の
対価ではないのか？」など。本町議会も特別条
例の制定に向け、全員協議会で検討を開始しま
した。

　昨年１月、議会改革等特別委員会を設置す
るとき、委員会で取り扱う項目を全議員にア
ンケートを取りました。その結果、提案の
あった主な項目を下表にまとめてみました。

　議会では、2委員会合同で、昨年11月8日、二つの先進自治体を視察しました。福祉建設委員会は、東郷町の保育園
民営化。総務文教委員会は、学校教育の先駆的な改革を遂行した飛島村飛島学園です。

保育園指定管理者制度（東郷町） 小中一貫教育（飛島村）

東郷町 「西部保育園指定管理者制度」

当初から、民間委託（指定管理者制度）を目的に建設された保育園

①民間のノウハウを取り入れた質の高い保育サービスが提供されている。
②公費が削減された。職員数削減と若返りなどで、20％の減である。
③父母等からは、土日延長・異年齢保育などが好評である。

民間のノウハウが発揮されている

①クラスは、異年齢で構成。年少児、年中児、年長児が同じ部屋で保育を受けている。異年齢保育が定着して
いて、とても和やかであった。
②進級は持ちあがり。クラスの友達や担任はそのまま進級する。
③日常を大切にして、運動会や発表会など特別なことはしていない。
④園内に、子育て支援センターがあり、利用者の和気あいあいが清々しかった。

飛島村 「飛島学園小中一貫教育」

6・3制から小中一貫へ移行　（平成18年）

①小学校と中学校が1校しかなく、各学年の多くが1学級である。この現状
を利点として捉え、「飛島村教育特区」を取り入れた。

教室は間仕切りだけで、オープン。校舎は木造で、風光が巧みに採り入れられている。全学年が一
緒に給食を食べることができる広いホール、その他全てにおいて、ハード面は完備している。

いじめ、不登校は

①もともと、いじめ、不登校は無かったし、現在も無い。
②たとえば中学生が小学生の面倒をみるのが自然になっていて、それゆえ、小学生が上級生に対して、あこが
れや尊敬の念を抱くようになっている。

小中一貫教育の長所は

①思いやりの心が育った。中1ギャップがなく、スムーズに移行ができている。気持ちの切り替えがない分、新
鮮さがないが。

短所は

①中学と小学の授業時間や終業時間が異なるために、職員会議等、会議時間の調整が難しい。

先進地 に学ぶ

意見内容 進捗状況
議員定数・報酬
一般質問（一問一答）
議長任期（現在１年）
議会報告会
視察・研修のあり方
会期の運用（通年等）
会派制導入
政務活動費
住民等との意見交換
資料請求のあり方
慣習・申し合わせの明文化
常任委員会任期
分かり易い議会用語
議会中継

協議開始
１２月から実施
２６年度に検討
来期で検討
確認済み
未
未
２６年度に検討
来期で検討
確認済み
明文化済み
条例改正済み
確認済み
検討中
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２
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指定管理者制度導入をする青山保育園とさざんか
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は
、
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
や
遮

光
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
対
策

に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
小

中
学
校
に
是
非
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

  

　教
育
部
長

　
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の

事
は
認
識
し
て
い
る
。
調
査

に
よ
る
と
、
費
用
も
安
価
で

効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
全
小
中
学
校
へ
の

設
置
に
向
け
て
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。
保
育
園
や
公

共
施
設
へ
の
設
置
は
、
ま
ず

学
校
優
先
で
、
そ
の
後
検
討

し
て
い
く
。

QQ

AA

AAAA

AA

AA

AA

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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最
低
賃
金
法
（
昭

和
34
年
）
が
改
定
さ

れ
、
愛
知
県
は
平
成
25
年
10

月
に
、
時
間
当
た
り
の
最
低

賃
金
が
７
５
８
円
か
ら

7
8
0
円
に
改
正
さ
れ
た
。

豊
山
町
の
臨
時
職
員
の
時
間

給
の
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
、

外
注
委
託
と
し
て
、
公
益
法

人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
業
務
委
託
を
し
て
い
る

が
、
ど
の
様
に
金
額
を
決
め

委
託
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

最
低
賃
金
法
が
適
応
さ
れ
る

団
体
で
あ
る
か
ど
う
か
。

　
本
町
の
最
も
低
い

賃
金
単
価
は
、
時
給

８
６
０
円
で
あ
り
、
愛
知
県

の
最
低
賃
金
単
価
・
時
給

7
8
0
円
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
業
務
委
託
は
、
業
務
ご
と

の
仕
様
書
を
作
成
し
、
地
方

自
治
法
及
び
契
約
規
則
に
基

づ
き
契
約
し
て
い
る
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
は
、
請
負
・
委
任
契

約
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、

労
働
関
係
の
法
律
等
は
、
適

用
さ
れ
な
い
。

AA

　
本
年
の
９
月
議
会

の
答
弁
で
、
平
成
26

年
度
に
主
要
幹
線
道
路
に
面

し
た
町
有
施
設
内
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
が
、
ど
こ
か
ら
順
番
に

町
有
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

取
り
付
け
て
い
く
の
か
。
設

置
計
画
は
、
設
置
内
容
は
、

ま
た
予
算
額
は
ど
う
か
。

　
６
月
定
例
会
の
中

で
、
本
町
の
防
犯
対

策
強
化
の
一
環
と
し
て
、
主

要
幹
線
道
路
に
面
し
た
町
有

施
設
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
く
と
答
弁
し
て
い

る
。

　
現
在
、
平
成
26
年
度
を
初

年
度
と
し
て
町
内
各
所
へ
の

設
置
に
向
け
て
予
算
の
確
保

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な

設
置
計
画
、
設
置
場
所
、
予

算
額
等
に
つ
い
て
は
、
３
月

議
会
に
は
審
議
い
た
だ
け
る

よ
う
準
備
し
て
い
る
。

QQ

QQ

AA

生き生きと働くシルバー人材センターの皆さん

吸水土のう

Q.
臨
時
職
員
の

時
間
給
の
現
状
は

ど
う
か

A.
臨
時
職
員
は
、

時
給
８
６
０
円
で
あ
る

A.設置計画・場所・予算額等を
３月議会で審議をお願いする

熊沢 直紀 議員

Q.小中学校に防犯カメラの設置を

A.最小限の被害に食い止めている
岩村 みゆき 議員

Q.異常気象時代、
ゲリラ豪雨対策は大丈夫か

　
９
月
４
日
の
大
雨

で
ま
た
冠
水
、
浸
水

被
害
が
起
き
た
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
異

常
気
象
が
恒
常
化
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
な
ん
ら
か

の
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
住

民
不
安
は
な
く
な
ら
な
い
。

　
町
の
浸
水
・
冠
水
対
策
の

現
状
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

  

　経
済
建
設
部
長

　
雨
が
一
度
に
河
川
に
集
中

し
な
い
よ
う
に
す
る
雨
水
貯

留
施
設
を
町
内
11
か
所
に
設

け
て
き
て
い
る
。
総
量
約
１

万
２
千
ト
ン
ま
で
貯
留
可
能

で
あ
る
。　

９
月
４
日
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
た

の
か
。

  

　経
済
建
設
部
長

　
一
時
的
な
排
水
不
良
、
水

路
の
ご
み
等
が
障
害
と
な
り

被
害
が
発
生
し
た
。
用
水
樋

門
の
開
閉
、
用
水
路
ス
ク

リ
ー
ン
の
ご
み
除
去
等
の
緊

急
対
応
を
行
い
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

AAAA

AA AA AA

AA

AA

　
土
嚢
は
ど
こ
に
置

い
て
あ
る
の
か
。
自

分
で
取
り
に
行
く
こ
と
は
出

来
る
の
か
。

  

　総
務
部
長

　
役
場
倉
庫
に
1
0
0
袋
、

磯
吉
浦
倉
庫
に
3
0
0
袋
、

ス
カ
イ
プ
ー
ル
倉
庫
に

2
0
0
袋
あ
る
。
平
常
時
で

も
連
絡
を
い
た
だ
け
ば
お
渡

し
す
る
。　

新
し
い
対
策
は
何

か
考
え
て
い
る
か
。

  

　総
務
部
長

　
軽
く
て
保
管
場
所
を
と
ら

な
い
吸
水
性
の
土
嚢
の
購
入

を
考
え
て
い
る
。

　
三
菱
重
工
前
道
路

の
冠
水
対
策
は
。

  

　経
済
建
設
部
長

　
県
道
内
の
排
水
施
設
に
落

ち
葉
、
土
砂
が
堆
積
す
る
こ

と
が
原
因
で
あ
る
。
速
や
か

に
取
り
除
く
こ
と
で
解
消
を

図
っ
て
い
る
。

　
要
援
護
者
対
策
は

大
丈
夫
か
。
情
報
の

共
有
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。

  

　生
活
福
祉
部
長

　
平
常
時
、
消
防
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、
自

主
防
災
会
等
へ
同
意
が
得
ら

れ
た
方
の
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。（
災
害
時
は
そ
の
限

り
で
は
な
い
）

　
地
域
の
共
助
力
の

向
上
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

  
　総
務
部
長

　
各
自
主
防
災
会
訓
練
を
通

じ
て
共
助
意
識
の
向
上
を
図

る
。

QQQQ

QQQQQQ

QQ

QQ

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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最
低
賃
金
法
（
昭

和
34
年
）
が
改
定
さ

れ
、
愛
知
県
は
平
成
25
年
10

月
に
、
時
間
当
た
り
の
最
低

賃
金
が
７
５
８
円
か
ら

7
8
0
円
に
改
正
さ
れ
た
。

豊
山
町
の
臨
時
職
員
の
時
間

給
の
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
、

外
注
委
託
と
し
て
、
公
益
法

人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
業
務
委
託
を
し
て
い
る

が
、
ど
の
様
に
金
額
を
決
め

委
託
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

最
低
賃
金
法
が
適
応
さ
れ
る

団
体
で
あ
る
か
ど
う
か
。

　
本
町
の
最
も
低
い

賃
金
単
価
は
、
時
給

８
６
０
円
で
あ
り
、
愛
知
県

の
最
低
賃
金
単
価
・
時
給

7
8
0
円
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
業
務
委
託
は
、
業
務
ご
と

の
仕
様
書
を
作
成
し
、
地
方

自
治
法
及
び
契
約
規
則
に
基

づ
き
契
約
し
て
い
る
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
は
、
請
負
・
委
任
契

約
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、

労
働
関
係
の
法
律
等
は
、
適

用
さ
れ
な
い
。

AA

　
本
年
の
９
月
議
会

の
答
弁
で
、
平
成
26

年
度
に
主
要
幹
線
道
路
に
面

し
た
町
有
施
設
内
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
が
、
ど
こ
か
ら
順
番
に

町
有
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

取
り
付
け
て
い
く
の
か
。
設

置
計
画
は
、
設
置
内
容
は
、

ま
た
予
算
額
は
ど
う
か
。

　
６
月
定
例
会
の
中

で
、
本
町
の
防
犯
対

策
強
化
の
一
環
と
し
て
、
主

要
幹
線
道
路
に
面
し
た
町
有

施
設
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
く
と
答
弁
し
て
い

る
。

　
現
在
、
平
成
26
年
度
を
初

年
度
と
し
て
町
内
各
所
へ
の

設
置
に
向
け
て
予
算
の
確
保

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な

設
置
計
画
、
設
置
場
所
、
予

算
額
等
に
つ
い
て
は
、
３
月

議
会
に
は
審
議
い
た
だ
け
る

よ
う
準
備
し
て
い
る
。

QQ

QQ

AA

生き生きと働くシルバー人材センターの皆さん

吸水土のう

Q.
臨
時
職
員
の

時
間
給
の
現
状
は

ど
う
か

A.
臨
時
職
員
は
、

時
給
８
６
０
円
で
あ
る

A.設置計画・場所・予算額等を
３月議会で審議をお願いする

熊沢 直紀 議員

Q.小中学校に防犯カメラの設置を

A.最小限の被害に食い止めている
岩村 みゆき 議員

Q.異常気象時代、
ゲリラ豪雨対策は大丈夫か

　
９
月
４
日
の
大
雨

で
ま
た
冠
水
、
浸
水

被
害
が
起
き
た
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
異

常
気
象
が
恒
常
化
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
な
ん
ら
か

の
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
住

民
不
安
は
な
く
な
ら
な
い
。

　
町
の
浸
水
・
冠
水
対
策
の

現
状
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

  

　経
済
建
設
部
長

　
雨
が
一
度
に
河
川
に
集
中

し
な
い
よ
う
に
す
る
雨
水
貯

留
施
設
を
町
内
11
か
所
に
設

け
て
き
て
い
る
。
総
量
約
１

万
２
千
ト
ン
ま
で
貯
留
可
能

で
あ
る
。　

９
月
４
日
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
た

の
か
。

  

　経
済
建
設
部
長

　
一
時
的
な
排
水
不
良
、
水

路
の
ご
み
等
が
障
害
と
な
り

被
害
が
発
生
し
た
。
用
水
樋

門
の
開
閉
、
用
水
路
ス
ク

リ
ー
ン
の
ご
み
除
去
等
の
緊

急
対
応
を
行
い
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

AAAA

AA AA AA

AA

AA

　
土
嚢
は
ど
こ
に
置

い
て
あ
る
の
か
。
自

分
で
取
り
に
行
く
こ
と
は
出

来
る
の
か
。

  

　総
務
部
長

　
役
場
倉
庫
に
1
0
0
袋
、

磯
吉
浦
倉
庫
に
3
0
0
袋
、

ス
カ
イ
プ
ー
ル
倉
庫
に

2
0
0
袋
あ
る
。
平
常
時
で

も
連
絡
を
い
た
だ
け
ば
お
渡

し
す
る
。　

新
し
い
対
策
は
何

か
考
え
て
い
る
か
。

  

　総
務
部
長

　
軽
く
て
保
管
場
所
を
と
ら

な
い
吸
水
性
の
土
嚢
の
購
入

を
考
え
て
い
る
。

　
三
菱
重
工
前
道
路

の
冠
水
対
策
は
。

  

　経
済
建
設
部
長

　
県
道
内
の
排
水
施
設
に
落

ち
葉
、
土
砂
が
堆
積
す
る
こ

と
が
原
因
で
あ
る
。
速
や
か

に
取
り
除
く
こ
と
で
解
消
を

図
っ
て
い
る
。

　
要
援
護
者
対
策
は

大
丈
夫
か
。
情
報
の

共
有
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。

  

　生
活
福
祉
部
長

　
平
常
時
、
消
防
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、
自

主
防
災
会
等
へ
同
意
が
得
ら

れ
た
方
の
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。（
災
害
時
は
そ
の
限

り
で
は
な
い
）

　
地
域
の
共
助
力
の

向
上
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

  

　総
務
部
長

　
各
自
主
防
災
会
訓
練
を
通

じ
て
共
助
意
識
の
向
上
を
図

る
。

QQQQ

QQQQQQ

QQ

QQ

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

89
とよやま議会だよりNO.１２7　平成２6年2月１日とよやま議会だよりNO.１２7　平成２6年2月１日



はつらつとグラウンドゴルフを楽しむ校訓「創造・責任・健康」

水
野 

晃 

議
員

Q.
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
刷
新
を

A.
生
涯
学
習
推
進
本
部
で

基
本
構
想・計
画
を
決
定
し
て
い
る

　「
豊
山
町
生
涯
学

習
の
ま
ち
づ
く
り
基

本
構
想
・
基
本
計
画
」
は
平

成
22
年
３
月
に
今
後
10
年
間

を
見
通
し
て
策
定
さ
れ
た
。

進
捗
状
況
、
評
価
体
制
、
問

題
点
は
。

  

　教
育
部
長

　
毎
年
、
実
施
事
業
の
確
認

を
行
な
っ
て
お
り
、
年
度
末

毎
に
生
涯
学
習
課
で
検
証
し

て
い
る
。

　
審
議
会
を
経
て
、
策
定
段

階
で
は
生
涯
学
習
推
進
調
整

会
議
に
図
り
、
生
涯
学
習
推

AA

AA

AA

AA

AA

進
本
部
で
最
終
の
基
本
構

想
・
計
画
を
決
定
し
て
い
る
。

　
利
用
し
や
す
い
学

習
情
報
の
提
供
は
。

  

　教
育
部
長

　
活
動
の
実
態
の
検
証
、
実

績
報
告
は
生
涯
学
習
課
で
集

約
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
活
動
分
野
別
で
、
34
分

野
79
名
の
登
録
が
あ
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
は
概
ね

満
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

募
集
を
継
続
し
て
い
く
。

　
指
導
者
バ
ン
ク
の

整
備
は
。

  

　教
育
部
長

　
指
導
者
の
募
集
は
生
涯
学

習
情
報
誌
な
ど
で
広
く
人
材

を
募
集
し
て
い
る
。
指
導
者

の
要
請
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
、

研
修
会
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　
情
報
の
収
集
と
窓

口
の
一
本
化
は
。

  

　教
育
部
長

　
情
報
の
相
談
、
対
応
体
制

は
整
っ
て
い
る
。
行
政
シ
ス

テ
ム
の
整
備
は
ま
だ
取
り
組

ん
で
い
な
い
。
今
後
、
検
討

す
る
。
窓
口
の
一
本
化
に
向

け
た
対
策
と
し
て
「
生
涯
学

習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
２
級
・

１
級
」
の
資
格
者
が
助
言
で

き
る
体
制
を
整
え
る
。

　
長
寿
社
会
に
お
け

る
生
涯
学
習
の
在
り

方
が
不
充
分
で
あ
る
。
学
ぶ

幸
せ 

※「
幸
齢
社
会
」
の
生

涯
学
習
の
役
割
は
。

  

　教
育
部
長

　
学
び
の
場
か
ら
生
ま
れ
る

仲
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
、
地
域
で
の
高
齢
者
の

見
守
り
も
期
待
で
き
る
。
不

充
分
で
あ
る
「
長
寿
社
会
の

生
涯
学
習
」
に
つ
い
て
は
、

生
涯
学
習
課
が
中
心
と
な

り
、
基
本
計
画
の
中
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

QQ

QQ

QQQQ

QQ

青
山 

克
己 

議
員

Q.
土
曜
学
習
の
あ
り
方
、方
向
に
つ
い
て
問
う

A.
週
５
日
制
の
趣
旨
を
踏
ま
え
研
究
す
る

　
現
在
の
週
５
日
制

に
つ
い
て
の
長
所
短

所
は
、
ま
た
今
後
の
週
５
日

制
、
土
曜
学
習
の
あ
り
方
、

方
向
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
学
校
週
５
日
制
導

入
後
の
学
校
現
場
で

は
、
授
業
の
質
を
高
め
、
行

事
や
会
議
を
精
査
し
て
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
を
生
み

だ
す
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、
地
域
の
人
々
に
は
、
子

ど
も
の
休
日
に
お
け
る
受
け

皿
を
整
え
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
一
定
の
成

果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
と

認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
名
古
屋
市
教
育
委
員

会
を
始
め
、
他
県
や
他
市
町

で
も
土
曜
学
習
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら

を
判
断
材
料
の
一
つ
と
す
る
。

　
ゆ
と
り
教
育
に
よ
る
家
庭

へ
の
負
担
に
つ
い
て
は
、「
有

意
義
に
過
ご
せ
て
い
な
い
子

ど
も
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す

る
」
と
文
部
科
学
省
が
述
べ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
よ
り
豊
か
で
有
意
義
な

「
土
曜
学
習
」
を
ど
う
実
現

し
て
い
く
か
、
学
校
教
育
と

の
補
完
を
ど
う
す
る
か
が
課

題
と
な
る
。

　
週
５
日
制
の
趣
旨
は
、
児

童
生
徒
の
地
域
社
会
で
の
生

活
時
間
の
比
重
を
高
め
、
主

体
的
に
使
え
る
時
間
を
増
や

し
、
ゆ
と
り
の
中
で
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
つ
つ
、

社
会
体
験
や
自
然
体
験
な
ど

経
験
さ
せ
、
み
ず
か
ら
学
び

考
え
る
力
や
豊
か
な
人
間
性

な
ど
「
生
き
る
力
」
を
育
む

こ
と
で
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

趣
旨
を
よ
く
理
解
し
、
研
究

を
進
め
る
。

QQAA

※
幸
齢
社
会
と
は

人
生
1
0
0
年
い
く
つ
に

な
っ
て
も
学
ぶ
幸
せ
な
社

会
の
こ
と

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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はつらつとグラウンドゴルフを楽しむ校訓「創造・責任・健康」

水
野 

晃 

議
員

Q.
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
刷
新
を

A.
生
涯
学
習
推
進
本
部
で

基
本
構
想・計
画
を
決
定
し
て
い
る

　「
豊
山
町
生
涯
学

習
の
ま
ち
づ
く
り
基

本
構
想
・
基
本
計
画
」
は
平

成
22
年
３
月
に
今
後
10
年
間

を
見
通
し
て
策
定
さ
れ
た
。

進
捗
状
況
、
評
価
体
制
、
問

題
点
は
。

  

　教
育
部
長

　
毎
年
、
実
施
事
業
の
確
認

を
行
な
っ
て
お
り
、
年
度
末

毎
に
生
涯
学
習
課
で
検
証
し

て
い
る
。

　
審
議
会
を
経
て
、
策
定
段

階
で
は
生
涯
学
習
推
進
調
整

会
議
に
図
り
、
生
涯
学
習
推

AA

AA

AA

AA

AA

進
本
部
で
最
終
の
基
本
構

想
・
計
画
を
決
定
し
て
い
る
。

　
利
用
し
や
す
い
学

習
情
報
の
提
供
は
。

  

　教
育
部
長

　
活
動
の
実
態
の
検
証
、
実

績
報
告
は
生
涯
学
習
課
で
集

約
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
活
動
分
野
別
で
、
34
分

野
79
名
の
登
録
が
あ
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
は
概
ね

満
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

募
集
を
継
続
し
て
い
く
。

　
指
導
者
バ
ン
ク
の

整
備
は
。

  

　教
育
部
長

　
指
導
者
の
募
集
は
生
涯
学

習
情
報
誌
な
ど
で
広
く
人
材

を
募
集
し
て
い
る
。
指
導
者

の
要
請
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
、

研
修
会
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　
情
報
の
収
集
と
窓

口
の
一
本
化
は
。

  

　教
育
部
長

　
情
報
の
相
談
、
対
応
体
制

は
整
っ
て
い
る
。
行
政
シ
ス

テ
ム
の
整
備
は
ま
だ
取
り
組

ん
で
い
な
い
。
今
後
、
検
討

す
る
。
窓
口
の
一
本
化
に
向

け
た
対
策
と
し
て
「
生
涯
学

習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
２
級
・

１
級
」
の
資
格
者
が
助
言
で

き
る
体
制
を
整
え
る
。

　
長
寿
社
会
に
お
け

る
生
涯
学
習
の
在
り

方
が
不
充
分
で
あ
る
。
学
ぶ

幸
せ 

※「
幸
齢
社
会
」
の
生

涯
学
習
の
役
割
は
。

  

　教
育
部
長

　
学
び
の
場
か
ら
生
ま
れ
る

仲
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
、
地
域
で
の
高
齢
者
の

見
守
り
も
期
待
で
き
る
。
不

充
分
で
あ
る
「
長
寿
社
会
の

生
涯
学
習
」
に
つ
い
て
は
、

生
涯
学
習
課
が
中
心
と
な

り
、
基
本
計
画
の
中
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

QQ

QQ

QQQQ

QQ

青
山 

克
己 

議
員

Q.
土
曜
学
習
の
あ
り
方
、方
向
に
つ
い
て
問
う

A.
週
５
日
制
の
趣
旨
を
踏
ま
え
研
究
す
る

　
現
在
の
週
５
日
制

に
つ
い
て
の
長
所
短

所
は
、
ま
た
今
後
の
週
５
日

制
、
土
曜
学
習
の
あ
り
方
、

方
向
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
学
校
週
５
日
制
導

入
後
の
学
校
現
場
で

は
、
授
業
の
質
を
高
め
、
行

事
や
会
議
を
精
査
し
て
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
を
生
み

だ
す
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、
地
域
の
人
々
に
は
、
子

ど
も
の
休
日
に
お
け
る
受
け

皿
を
整
え
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
一
定
の
成

果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
と

認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
名
古
屋
市
教
育
委
員

会
を
始
め
、
他
県
や
他
市
町

で
も
土
曜
学
習
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら

を
判
断
材
料
の
一
つ
と
す
る
。

　
ゆ
と
り
教
育
に
よ
る
家
庭

へ
の
負
担
に
つ
い
て
は
、「
有

意
義
に
過
ご
せ
て
い
な
い
子

ど
も
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す

る
」
と
文
部
科
学
省
が
述
べ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
よ
り
豊
か
で
有
意
義
な

「
土
曜
学
習
」
を
ど
う
実
現

し
て
い
く
か
、
学
校
教
育
と

の
補
完
を
ど
う
す
る
か
が
課

題
と
な
る
。

　
週
５
日
制
の
趣
旨
は
、
児

童
生
徒
の
地
域
社
会
で
の
生

活
時
間
の
比
重
を
高
め
、
主

体
的
に
使
え
る
時
間
を
増
や

し
、
ゆ
と
り
の
中
で
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
つ
つ
、

社
会
体
験
や
自
然
体
験
な
ど

経
験
さ
せ
、
み
ず
か
ら
学
び

考
え
る
力
や
豊
か
な
人
間
性

な
ど
「
生
き
る
力
」
を
育
む

こ
と
で
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

趣
旨
を
よ
く
理
解
し
、
研
究

を
進
め
る
。

QQAA

※
幸
齢
社
会
と
は

人
生
1
0
0
年
い
く
つ
に

な
っ
て
も
学
ぶ
幸
せ
な
社

会
の
こ
と

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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名古屋小牧と表示されているポスター読み聞かせは愛情体験です

A.愛知県名古屋飛行場条例により
「豊山町」と規定

坪井 武成 議員

Q.県営空港の所在地は小牧か

　
本
町
は
空
港
な
く

し
て
は
考
え
ら
れ
な

い
。
現
在
は
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
就
航

で
大
変
喜
ば
し
い
。
し
か
し
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
空
港
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
、
時
刻
表
、
旅
行

社
の
案
内
が「
名
古
屋
小
牧
、

県
営
名
古
屋
空
港
（
小
牧
）、

名
古
屋
小
牧
空
港
、
県
営
名

古
屋
（
小
牧
）
空
港
、
小
牧

県
営
名
古
屋
」と
ま
ち
ま
ち
。

　
ま
た
先
般
の
県
商
工
会
連

合
会
の
空
の
日
の
チ
ラ
シ
で

も「
小
牧
県
営
名
古
屋
空
港
」

と
全
部
小
牧
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
す
が
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
、

県
営
名
古
屋
空
港
（
豊
山
）

と
入
っ
て
い
る
。

　
な
ぜ
他
は
「
豊
山
」
と
表

現
し
な
い
か
。
な
ぜ
だ
ろ
う
、

お
か
し
い
と
思
わ
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、

①
県
営
空
港
の
所
在
地
は

②
今
ま
で
に
申
し
入
れ
を
し

た
こ
と
は

③
今
後
も
こ
の
ま
ま
放
置
す

る
か

④
小
牧
基
地
と
言
わ
れ
る
基

地
の
所
在
地
は

①
愛
知
県
名
古
屋
飛

行
場
条
例
に
よ

り
、
豊
山
町
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。

②
エ
ア
ー
ラ
イ
ン
、
旅
行
会

社
等
の
営
業
戦
略
に
よ
る

も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

所
在
地
表
記
に
つ
い
て

は
、
報
道
機
関
に
申
し
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。

③
正
式
名
称
と
通
称
名
が
混

在
し
て
い
る
こ
と
。
小
牧

飛
行
場
が
始
ま
り
で
あ
る

こ
と
。
空
港
コ
ー
ド
が

N
K
M
（
名
古
屋
・
小
牧
）

で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
小
牧
を
付
す
場
合
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
分
か
り
や
す
さ

に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
そ
の
た
め
、
豊
山
の
表

記
を
入
れ
る
要
請
を
行
う

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
も
空
港
の
町
で
あ
る

こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
、
町
の
発

展
を
図
り
た
い
。

④
自
衛
隊
法
施
行
令
に
よ

り
、
小
牧
市
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。

QQ

AA
粟
田 

昌
子 

議
員

Q.
子
ど
も
た
ち
の
読
書
環
境
を

整
備
・
充
実
し
読
書
を
推
進
せ
よ

A.
図
書
室
の
除
籍
本
を

学
校・保
育
園・し
い
の
木
に
譲
っ
て
い
る

　
来
年
度
以
降
も
社

教
セ
ン
タ
ー
に
司
書

資
格
の
あ
る
職
員
の
配
置

を
。

  

　総
務
部
長

　
司
書
資
格
の
あ
る
職
員
の

配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
書
窓
の
発
行
や
図

書
の
選
定
は
ど
う
す

る
の
か
。
後
退
で
は
な
い
か
。

  

　副
町
長

　
将
来
的
に
も
体
制
・
人
の

配
置
は
、
出
来
る
限
り
の
対

応
を
す
る
。

　
図
書
室
職
員
の
研

修
は
。

  

　教
育
部
長

　
毎
年
５
月
、
愛
知
県
図
書

館
開
催
の
新
任
研
修
に
参
加

さ
せ
て
い
く
。

　
図
書
室
関
係
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

は
。

  

　教
育
部
長

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
向
け

研
究
す
る
。

　
研
究
で
な
く
、
予

算
化
す
べ
き
で
あ

る
。

  

　教
育
部
長

　
予
算
要
求
し
て
い
く
。

　
本
の
利
活
用
の
実

態
と
推
進
計
画
は
。

  

　教
育
部
長
　

　
図
書
室
の
除
籍
本
を
学

校
・
保
育
園
・
し
い
の
木
等

に
譲
っ
て
い
る
。
情
報
化
終

了
後
は
、重
複
購
入
を
避
け
、

今
以
上
の
ジ
ャ
ン
ル
の
図
書

の
購
入
が
可
能
に
な
る
。

  

　生
活
福
祉
部
長

　
し
い
の
木
児
童
館
で
は
、

幼
児
・
児
童
が
自
由
に
絵
本

を
読
ん
だ
り
保
護
者
が
読
み

聞
か
せ
し
て
い
る
。

　
あ
ま
り
利
用
さ
れ

て
い
な
い
の
が
実
態
。

運
用
の
工
夫
や
計
画
を
立
案

で
き
る
状
況
に
な
い
。
原
因

は
正
職
が
い
な
い
こ
と
。
正

職
を
置
く
べ
き
。

  

　副
町
長

　
豊
山
町
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
見
劣
り
し
な
い
の
は
、
職

員
削
減
に
よ
る
。
青
山
保
育

園
の
指
定
管
理
が
成
功
す
れ

ば
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
。

　
社
教
セ
ン
タ
ー
の

絵
本
コ
ー
ナ
ー
の
大

幅
な
改
善
を
。

  
　教
育
部
長

　
遊
戯
室
で
読
み
聞
か
せ
な

ど
、親
子
読
書
が
楽
し
め
る
。

　
学
校
の
図
書
室
に

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
を
。

  

　教
育
長

　
開
か
れ
た
学
校
作
り
、
地

域
と
の
協
働
は
順
当
な
手
段

で
あ
る
。
し
か
し
、
規
模
が

小
さ
い
学
校
で
た
く
さ
ん
の

人
間
は
い
ら
な
い
が
、
今
後

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
が
考

え
ら
れ
れ
ば
、
考
慮
し
た
い
。
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AAAA

AAAA

QQQQ

QQ

QQQQ

QQ

QQQQ

QQ

AA AA

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

1213
とよやま議会だよりNO.１２7　平成２6年2月１日とよやま議会だよりNO.１２7　平成２6年2月１日



名古屋小牧と表示されているポスター読み聞かせは愛情体験です

A.愛知県名古屋飛行場条例により
「豊山町」と規定

坪井 武成 議員

Q.県営空港の所在地は小牧か

　
本
町
は
空
港
な
く

し
て
は
考
え
ら
れ
な

い
。
現
在
は
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
就
航

で
大
変
喜
ば
し
い
。
し
か
し
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
空
港
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
、
時
刻
表
、
旅
行

社
の
案
内
が「
名
古
屋
小
牧
、

県
営
名
古
屋
空
港
（
小
牧
）、

名
古
屋
小
牧
空
港
、
県
営
名

古
屋
（
小
牧
）
空
港
、
小
牧

県
営
名
古
屋
」と
ま
ち
ま
ち
。

　
ま
た
先
般
の
県
商
工
会
連

合
会
の
空
の
日
の
チ
ラ
シ
で

も「
小
牧
県
営
名
古
屋
空
港
」

と
全
部
小
牧
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
す
が
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
、

県
営
名
古
屋
空
港
（
豊
山
）

と
入
っ
て
い
る
。

　
な
ぜ
他
は
「
豊
山
」
と
表

現
し
な
い
か
。
な
ぜ
だ
ろ
う
、

お
か
し
い
と
思
わ
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、

①
県
営
空
港
の
所
在
地
は

②
今
ま
で
に
申
し
入
れ
を
し

た
こ
と
は

③
今
後
も
こ
の
ま
ま
放
置
す

る
か

④
小
牧
基
地
と
言
わ
れ
る
基

地
の
所
在
地
は

①
愛
知
県
名
古
屋
飛

行
場
条
例
に
よ

り
、
豊
山
町
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。

②
エ
ア
ー
ラ
イ
ン
、
旅
行
会

社
等
の
営
業
戦
略
に
よ
る

も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

所
在
地
表
記
に
つ
い
て

は
、
報
道
機
関
に
申
し
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。

③
正
式
名
称
と
通
称
名
が
混

在
し
て
い
る
こ
と
。
小
牧

飛
行
場
が
始
ま
り
で
あ
る

こ
と
。
空
港
コ
ー
ド
が

N
K
M
（
名
古
屋
・
小
牧
）

で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
小
牧
を
付
す
場
合
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
分
か
り
や
す
さ

に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
そ
の
た
め
、
豊
山
の
表

記
を
入
れ
る
要
請
を
行
う

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
も
空
港
の
町
で
あ
る

こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
、
町
の
発

展
を
図
り
た
い
。

④
自
衛
隊
法
施
行
令
に
よ

り
、
小
牧
市
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。

QQ

AA
粟
田 

昌
子 

議
員

Q.
子
ど
も
た
ち
の
読
書
環
境
を

整
備
・
充
実
し
読
書
を
推
進
せ
よ

A.
図
書
室
の
除
籍
本
を

学
校・保
育
園・し
い
の
木
に
譲
っ
て
い
る

　
来
年
度
以
降
も
社

教
セ
ン
タ
ー
に
司
書

資
格
の
あ
る
職
員
の
配
置

を
。

  

　総
務
部
長

　
司
書
資
格
の
あ
る
職
員
の

配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
書
窓
の
発
行
や
図

書
の
選
定
は
ど
う
す

る
の
か
。
後
退
で
は
な
い
か
。

  

　副
町
長

　
将
来
的
に
も
体
制
・
人
の

配
置
は
、
出
来
る
限
り
の
対

応
を
す
る
。

　
図
書
室
職
員
の
研

修
は
。

  

　教
育
部
長

　
毎
年
５
月
、
愛
知
県
図
書

館
開
催
の
新
任
研
修
に
参
加

さ
せ
て
い
く
。

　
図
書
室
関
係
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

は
。

  

　教
育
部
長

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
向
け

研
究
す
る
。

　
研
究
で
な
く
、
予

算
化
す
べ
き
で
あ

る
。

  

　教
育
部
長

　
予
算
要
求
し
て
い
く
。

　
本
の
利
活
用
の
実

態
と
推
進
計
画
は
。

  
　教
育
部
長
　

　
図
書
室
の
除
籍
本
を
学

校
・
保
育
園
・
し
い
の
木
等

に
譲
っ
て
い
る
。
情
報
化
終

了
後
は
、重
複
購
入
を
避
け
、

今
以
上
の
ジ
ャ
ン
ル
の
図
書

の
購
入
が
可
能
に
な
る
。

  

　生
活
福
祉
部
長

　
し
い
の
木
児
童
館
で
は
、

幼
児
・
児
童
が
自
由
に
絵
本

を
読
ん
だ
り
保
護
者
が
読
み

聞
か
せ
し
て
い
る
。

　
あ
ま
り
利
用
さ
れ

て
い
な
い
の
が
実
態
。

運
用
の
工
夫
や
計
画
を
立
案

で
き
る
状
況
に
な
い
。
原
因

は
正
職
が
い
な
い
こ
と
。
正

職
を
置
く
べ
き
。

  

　副
町
長

　
豊
山
町
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
見
劣
り
し
な
い
の
は
、
職

員
削
減
に
よ
る
。
青
山
保
育

園
の
指
定
管
理
が
成
功
す
れ

ば
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
。

　
社
教
セ
ン
タ
ー
の

絵
本
コ
ー
ナ
ー
の
大

幅
な
改
善
を
。

  

　教
育
部
長

　
遊
戯
室
で
読
み
聞
か
せ
な

ど
、親
子
読
書
が
楽
し
め
る
。

　
学
校
の
図
書
室
に

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
を
。

  

　教
育
長

　
開
か
れ
た
学
校
作
り
、
地

域
と
の
協
働
は
順
当
な
手
段

で
あ
る
。
し
か
し
、
規
模
が

小
さ
い
学
校
で
た
く
さ
ん
の

人
間
は
い
ら
な
い
が
、
今
後

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
が
考

え
ら
れ
れ
ば
、
考
慮
し
た
い
。
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利活用方策が検討されている
小牧市ストーマ保管庫小牧市ストーマ保管庫

尾
野 

康
雄 

議
員

Q.
豊
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
駐
車
場
、駐
輪
場
の
整
備
を

A.
利
活
用
方
策
を
検
討
し
て
い
る

　
豊
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
南
側
、
町
道
３
号

線
に
平
成
23
年
９
月
、
町
道

４
１
１
号
線
が
接
続
さ
れ
余

剰
地
が
出
た
。

　
以
前
よ
り
、
豊
山
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
南
側
に
隣
接
し
て
駐

車
場
と
駐
輪
場
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
年
に
数
回
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
時
に
収
容
し
き
れ

な
い
状
態
で
あ
る
。

　
道
路
整
備
後
、
２
年
ほ
ど

経
過
し
た
が
、
余
剰
地
は
未

だ
再
整
備
に
至
っ
て
い
な
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
の
道
路
と

西
側
の
歩
道
と
歩
道
の
一
部

を
駐
車
場
に
。

　
社
教
セ
ン
タ
ー
南
東
の
交

差
点
の
余
剰
地
に
、
町
道
３

号
線
の
道
路
整
備
で
な
く

な
っ
た
花
壇
の
復
元
を
。

　
今
ま
で
の
駐
車
場
に
余
剰

地
を
含
め
た
車
専
用
の
南
側

道
路
か
ら
直
進
で
南
門
に
進

入
で
き
る
駐
車
場
の
整
備
を

検
討
さ
れ
た
い
。

　
質
問
の
箇
所
は
、

県
道
名
古
屋
豊
山
稲

沢
線
の
供
用
開
始
に
伴
い
、

町
道
３
号
線
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
交
差
点
か
ら
町
道

4
1
1
号
線
と
の
交
差
点
ま

で
の
間
が
、
従
来
の
交
通
量

が
見
込
ま
れ
な
い
の
で
、
そ

の
利
活
用
方
策
に
つ
い
て
の

質
問
と
思
わ
れ
る
。

　
今
年
度
、
町
道
３
号
線
の

う
ち
当
該
区
間
の
利
活
用
方

策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

お
り
、
現
時
点
で
は
、
整
備

内
容
は
具
体
的
に
は
固
ま
っ

て
い
な
い
。
質
問
に
あ
る
よ

う
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
交
通
安
全
対
策
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
利
用
と
の
調
和
、
景

観
へ
の
配
慮
、
治
水
対
策
と

し
て
い
る
。

QQ

AA

定例会での一般質問が、１年後どのように反映されたかを追跡！
今回は、昨年12月定例会の中から選んでみた。

どうなったあの答弁あ
の1年前の 質問

どう
なった 広報や集会時に

呼びかけを行った

答弁 未受診者へ
呼びかけを

質問 健康を守り
医療費の削減を

健診未受診者への呼びかけは
電話以外の方法について検討
する。うつ病、自殺予防対策は
住民対象にゲートキーパー養成
講座の開設を検討している

健診未受診者への積極的勧
奨をし、住民の健康づくりに
取り組むべき。うつ病、自殺
予防対策はどうなっているか

健診未受診者へ広報や町集
会時に呼びかけ、昨年、健
診をうけた方には電話での呼
びかけを行った。ゲートキー
パー養成講座は職員向けに２
回行った

どう
なった

意向調査を行った

答弁 保管場所の提供は
意向調査する

質問 ストーマ装具に
配慮を

装具保管場所の提供は、対
象者全員に意向調査を行い
検討する

「ストーマ装具　小牧市が保
管　県下初」との新聞報道。
良いことはすぐ取り入れよ。
障害者の視点に立って町長の
見解を求める

２５年８月末までに町で手続き
をとられている方全員に意向
調査を行った

どう
なった

新規活動を追加した

答弁
内容の充実に努める

質問 総合防災訓練内容の
見直しと工夫を

自主防災訓練に参加の呼び
かけを行う。若い世代に特定
した呼びかけは行っていな
い。防災訓練の内容の充実
に努める

常日頃から頻繁に避難訓練を繰り
返していた町はほとんど死者を出
さなかった事実がある。総合防災
訓練にはもっと多数参加を。中学
生や高校大学生にも呼びかけを

２５年度、避難所設置活動を
新規追加し、災害用仮設トイ
レの設置方法等の操作訓練を
行った。また、高校生４２人
が参加し、給食活動等を体験
した。広報に防災特集を掲載
し、参加を呼びかけた

QQ＆AA
一般質問
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利活用方策が検討されている
小牧市ストーマ保管庫小牧市ストーマ保管庫

尾
野 

康
雄 

議
員

Q.
豊
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
駐
車
場
、駐
輪
場
の
整
備
を

A.
利
活
用
方
策
を
検
討
し
て
い
る

　
豊
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
南
側
、
町
道
３
号

線
に
平
成
23
年
９
月
、
町
道

４
１
１
号
線
が
接
続
さ
れ
余

剰
地
が
出
た
。

　
以
前
よ
り
、
豊
山
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
南
側
に
隣
接
し
て
駐

車
場
と
駐
輪
場
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
年
に
数
回
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
時
に
収
容
し
き
れ

な
い
状
態
で
あ
る
。

　
道
路
整
備
後
、
２
年
ほ
ど

経
過
し
た
が
、
余
剰
地
は
未

だ
再
整
備
に
至
っ
て
い
な
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
の
道
路
と

西
側
の
歩
道
と
歩
道
の
一
部

を
駐
車
場
に
。

　
社
教
セ
ン
タ
ー
南
東
の
交

差
点
の
余
剰
地
に
、
町
道
３

号
線
の
道
路
整
備
で
な
く

な
っ
た
花
壇
の
復
元
を
。

　
今
ま
で
の
駐
車
場
に
余
剰

地
を
含
め
た
車
専
用
の
南
側

道
路
か
ら
直
進
で
南
門
に
進

入
で
き
る
駐
車
場
の
整
備
を

検
討
さ
れ
た
い
。

　
質
問
の
箇
所
は
、

県
道
名
古
屋
豊
山
稲

沢
線
の
供
用
開
始
に
伴
い
、

町
道
３
号
線
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
交
差
点
か
ら
町
道

4
1
1
号
線
と
の
交
差
点
ま

で
の
間
が
、
従
来
の
交
通
量

が
見
込
ま
れ
な
い
の
で
、
そ

の
利
活
用
方
策
に
つ
い
て
の

質
問
と
思
わ
れ
る
。

　
今
年
度
、
町
道
３
号
線
の

う
ち
当
該
区
間
の
利
活
用
方

策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

お
り
、
現
時
点
で
は
、
整
備

内
容
は
具
体
的
に
は
固
ま
っ

て
い
な
い
。
質
問
に
あ
る
よ

う
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
交
通
安
全
対
策
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
利
用
と
の
調
和
、
景

観
へ
の
配
慮
、
治
水
対
策
と

し
て
い
る
。

QQ

AA

定例会での一般質問が、１年後どのように反映されたかを追跡！
今回は、昨年12月定例会の中から選んでみた。

どうなったあの答弁あ
の1年前の 質問

どう
なった 広報や集会時に

呼びかけを行った

答弁 未受診者へ
呼びかけを

質問 健康を守り
医療費の削減を

健診未受診者への呼びかけは
電話以外の方法について検討
する。うつ病、自殺予防対策は
住民対象にゲートキーパー養成
講座の開設を検討している

健診未受診者への積極的勧
奨をし、住民の健康づくりに
取り組むべき。うつ病、自殺
予防対策はどうなっているか

健診未受診者へ広報や町集
会時に呼びかけ、昨年、健
診をうけた方には電話での呼
びかけを行った。ゲートキー
パー養成講座は職員向けに２
回行った

どう
なった

意向調査を行った

答弁 保管場所の提供は
意向調査する

質問 ストーマ装具に
配慮を

装具保管場所の提供は、対
象者全員に意向調査を行い
検討する

「ストーマ装具　小牧市が保
管　県下初」との新聞報道。
良いことはすぐ取り入れよ。
障害者の視点に立って町長の
見解を求める

２５年８月末までに町で手続き
をとられている方全員に意向
調査を行った

どう
なった

新規活動を追加した

答弁
内容の充実に努める

質問 総合防災訓練内容の
見直しと工夫を

自主防災訓練に参加の呼び
かけを行う。若い世代に特定
した呼びかけは行っていな
い。防災訓練の内容の充実
に努める

常日頃から頻繁に避難訓練を繰り
返していた町はほとんど死者を出
さなかった事実がある。総合防災
訓練にはもっと多数参加を。中学
生や高校大学生にも呼びかけを

２５年度、避難所設置活動を
新規追加し、災害用仮設トイ
レの設置方法等の操作訓練を
行った。また、高校生４２人
が参加し、給食活動等を体験
した。広報に防災特集を掲載
し、参加を呼びかけた

QQ＆AA
一般質問
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企画から自分たちの手で
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町議会　をクリック　　

町のホームページから会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会の傍聴に来てください

次回の定例会は、3月3日（月）午前９時３０分開会予定
（一般質問は、3月10日（月）午前９時３０分からの予定）委 員 長　粟田 昌子  　

副委員長　水野　 晃  　

委　　員　坪井 武成／安藤 春一

　　　　　岩村みゆき

　今回は、1年生がたくさん参加してくれまし
た。みんな、とても一生懸命に清掃していて、と
てもうれしかったです。そのおかげで、冨士保育
園の窓はとても
ピカピカになり
ました。その時
の達成感は今
でも忘れませ
ん。窓拭きが終
わり、保育園の
先生方にとても
感謝されまし
た。とてもうれ
しかったです。

今井　貴大

達成感でいっぱい

　ボランティア当日、活動が始まると僕たちの
不安は全く無くなり、全員が一生懸命に物を運
んだり、床を掃いたり、窓を拭いたりしてくれま
した。僕の担当の豊山保育園では、器具庫の整
理。活動後はみんな「やりきったぞ」という表情
をしていました。

田中　杏奈

受け継がれているよき伝統

　僕は豊中の清掃活動に参加しました。資料室
の清掃は、机や椅子を運んだり、資料の整理でし
た。重たい机でも女の子が積極的に運んだり、男
の子がそれを手助けしたりしている姿を見まし
た。僕が生徒会書記になったときに掲げていた、
「生徒の皆さんが行事に積極的に取り組み、思い
やりの心を持っ
て行動する」と
いう目標が少し
達成できたん
じゃないかと思
いました。

落合　航大

自分の頑張りがまわりの人の
幸せにつながる

　私達の仕事は、青山保育園の窓の掃除とおも
ちゃの倉庫の整理でした。園児とお話したり、おや
つを美味しそうに食べる姿を見ながらの作業だっ
たので、楽しく仕事を進めることができました。ど
んどん綺麗になっていく窓を見て私達のテンショ
ンも高くなっていき、寒さも忘れてしまいました。
　園児や先生
方に「ありがと
う」と言っても
らえてとても嬉
しく、温かい気
持ちになりまし
た。

小木曽　陽
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